
 

 ３月１日（日）に、令和７年度卒業証書授与式が挙行されました。当日は、天候にも恵まれ、卒業生

一人ひとりに、卒業証書が手渡され、晴れて３年生１４名が、学び舎である坂上分校を巣立ちました。 

大田校長は式辞の中で「岩国の象徴である錦帯橋は、幾度も架け替えられながら、人と人を結び続け

てきました。橋は、強さとしなやかさを併せ持つからこそ、風雪に耐え、人を支えます。皆さんも、強

さとしなやかさを併せ持つ人であってください。正しさを求める勇気と、違いを受け止める柔軟さ、そ

の両方が、未来を切り拓く力となります」と。そして結びに「命を運ぶと書いて運命、その運転手は自

分」という言葉を刻み、「皆さんの未来は、まだ白紙の地図です。その地図にどんな道を描くか、どん

な景色を広げるか、それは皆さんの運転次第です」と希望に満ちた卒業生に、万感こもる期待のメッセ

ージを贈りました。また、寺 PTA会長さんも、「自分のやってみたいことを見つけたら、迷わずそれを

実現するための『行動』を是非起こしください」と、ご自身の高校時代からの音楽活動にまつわるエピ

ソードを通して、エールを送ってくださいました。 

そして在校生を代表して西本英愛さんが、卒業生への感謝の送辞を、卒業生を代表して、渡辺優花さ

んが、３年間を振り返り、感謝の答辞を述べました。式終了後、最後のホームルームにて、卒業生全員

が、学校生活等を振り返って、保護者、教員、クラスメートに自分の言葉で、感謝を伝え合いました。

担任の尾﨑義雄教諭は「坂上分校がある美和は、美しい和と書きます、素晴らしい言葉です。この坂上

分校で、みなさんと共に学び、そしてみなさんからも、多くのことを学ばさせてもらうことができ、感

謝で一杯です。明日からそれぞれ進む先は違いますが、ここで学んだことを糧に、これからも自分を支

えてくださる方々に感謝しながら、羽ばたいてください」と笑顔で、はなむけの言葉を贈りました。 

 

２月２７日（金）に、賞状授与式が行われました。 

３年生の寺南星君が「山口県高等学校体育連盟体育功労賞」

を、同じく３年生の松本桃奈さんが、「山口県高等学校文化

連盟文化功労賞」を受賞しました。大変におめでとうござい

ます。また、同窓会入会式も行われ、高辻和明同窓会副会長

さんが、卒業生に温かいお言葉と、同窓会への歓迎のお話を

してくださいました。 
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岸根栗の原木を育てる母

樹園の看板が、リニューア

ル。坂上分校デザインチーム

（３年：藤山さん、山本さん、

渡辺さん、２年：西本さん、

野村さん）がデザイン案を出し、そののちアトリエワリババの藤田さん

にデザインを再構築して頂き、新たに素晴らしい看板が完成しました。 

 

 ３月１１日（水）に、坂上分校の ICT支援員の藤村龍さ

んが、生徒、教員のために、CANVA 活用講座を開催してく

ださいました。CANVA とは、「誰でも簡単にデザインが作

れるオンラインツールのこと」です。 

 生徒たちは、藤村さんから CANVAの使い方を教わり、CANVAを使って、来年度の文化祭、販売実習、

PTAバザー、体育大会等のポスター作りに挑戦しました。それぞれが、自由にポスターを制作し、お互

いにポスターを見せ合いながら、こだわり等を発表し合いました。 

 

３月１２日（木）に、美和パークゴルフにて、１，

２年生が、パークゴルフ体験をしました。グループ

を作り、皆が楽しく取り組み、交流しながら、大い

に盛り上がりました。また、やりたいとの声多し！ 

 

       さあ、新年度に向けて・・・ 

令和７年度が間もなく終わろうとしていま

す。今年度は、坂校生のみなさんにとって、充実した年だっ

たでしょうか？それとも、少ししんどいことがあった年だっ

たでしょうか？ 

以前、こんな話を聞いたことがあります。心理学の話で「うれしいことがあると、うれしいリンゴが

１つ、木になる。悲しいことがあると、悲しいリンゴが１つ、木になる。そのリンゴを比べてみたら、

①味②大きさにおいては、うれしいリンゴの方が、味もおいしく、大きさも大きかった。では③栄養は

どうだったか？何とどちらも、同じくらい十分栄養があったと。この教訓は、「うれしいことがあると、

心は豊かになる。悲しいことがあると、心は優しく、強くなる」と。物事には、必ず大きな意味がある

んですね。これが人生の深さです。負けるな坂校生！努力だ坂校生！朗らかに、自分らしく・・・ 

坂校生のみなさん、新年度も、新たな気持ちで挑戦です。かのベートーベンもよく言っていたそうで

す。「演奏中にミスをすることは構わないが、情熱なしに演奏することは許されない」と。坂校生は、

校訓「円成」精神で！円成とは、笑顔を絶やさず、協力して、物事を最後まで成し遂げること・・・                                        
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